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１－１.　付属品

パッキン

（相当長185m）

（2) 利用可能既設配管

●既設配管は、1-2②のフローチャートで、利用可能な配管であることをご確認ください。
●材質は、リン脱酸継目無銅管（C1220-O,1/2H, JIS H3300）とし、外径φ19.05以上はC1220T-1/2Hであること。
●利用可能配管サイズ

●当社従来機（ASP,ASJ形）の場合の利用可否

警告 必ず既設配管の材質、配管径、肉厚を確認し設計圧力（許容圧力）3.24MPa以上であることを確認して使用ください。

○印は利用可能を示します。
△印は既設配管が2系統ある場合に、2系統共使用し利用可能となる事を示します。
　　既設の2系統の配管は同一経路を平行して設置されていること。
※1.　配管長が90mを超える場合は使用できません。
※2.　配管長が80mを超える場合は使用できません。

○印は利用可能を示します。
※1.　既設２系統有る配管のうち、１系統のみを使用する。
※2.　既設２系統ある配管を２系統共使用し、室内機・室外機近傍で分岐するよう配管加工する。
　　　分岐には、分岐管セット(DIS-371-1)を２セット使用し、ガス管用を使用してください。
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●冷媒配管最小肉厚・材質
配管は最小配管肉厚以上のものとしてください。
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１－２.　既設配管流用に関する確認事項 １－３.　既設配管流用の据付のフローチャート

●流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の
信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関して
は、当社としては保証しかねますのでご注意く
ださい。
●既設の冷媒配管使用可否確認は、「②既設配
管流用可否判断フローチャート」に基づき実
施してください。
●冷媒配管長制約および適用可能配管径等に
ついては、製品カタログおよびマニュアルを参
照してください。
●電源設備に関しては、室外ユニット、室内ユ
ニットに適合した電圧、相数とし、 電源配線接
続図に基づくブレーカ容量および配線径とし
てください。
●既設の電源設備（電源配線含む）を使用する
場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確
認してください。

●古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の
原因ともなりますのでご注意ください。

確認・留意事項

●室内機の吸込空気サーモ（感温筒）に水で濡
らした布などを掛けてください。
　（サーモOFF防止のため）
●ポンプダウンで室内機に冷媒を追い込んでく
ださい。
●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場合、
残った冷媒を冷媒回収機で回収してください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。

確認・留意事項

リプレース
対象範囲の確認

既設の冷媒配管
使用可否確認

既設機で連続30分以上暖房運転後、
ポンプダウンを実施する。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

冷媒配管工事を行う。

電気配線工事・コントローラー設定を行う。

試運転調整

既設機でポンプダウンを実施し、
冷媒回収をおこなう。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

新室内機・室外機と既設配管を接続する。

電気工事・コントローラーの設定を行う。

配管リフレッシュキットを接続する。

配管の気密確認・真空引きを行う。

冷媒追加充填・配管洗浄運転実施

配管リフレッシュキット取り外し

試運転調整

既設の制御配線
使用可否確認

既設の電源設備
使用可否確認

①既設配管流用時の施工手順 既設ユニット暖房洗浄方式
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再利用する既設配管には室外機と
室内機が接続されていますか？

再利用する既設配管に、腐食・傷・へ
こみはありませんか？

配管支持金具は緩んでいませんか？

既設機が当社製（ASシリーズ）で、
暖房運転可能な場合

再利用する既設配管の配管長・配管
径・配管肉厚・ユニット間高低差は当
社規定の範囲内ですか？

再利用する既設配管にガス漏れは
ありませんか？（頻繁に冷媒を追加
するようなことがなかったか確認）

再利用する既設配管の断熱材に、剥
がれ、劣化はありませんか？(ガス
管、液管ともに断熱が必要です)

利用可能配管仕様は4項を参照してください。
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旧ユニットの冷凍機油は
下記のいずれかに該当し
ますか？
スニソ・ＭＳ・バーレルフ
リーズ・ＨＡＢフレオール・
エーテル油・エステル油
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既設ユニット暖房洗浄方式で既設配
管の流用が可能となります。

②既設配管流用可否判断フローチャート
既設配管が再利用できるかどうかを下記フローチャートを使用して判断してください。

本洗浄方式の既設機は当社従来機（ASシリーズ）に限ります。

●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場
合、残った冷媒を冷媒回収機で回収してくだ
さい。

●室外機正面側に必ず配管リフレッシュキットの
設置スペースを確保してください。

　（室外機正面側500mm以上）

●リフレッシュキット接続前に電気工事・コント
ローラー設定を行ってください。
●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。
●配管リフレッシュキット取扱説明書の＜リフレッ
シュマルチ＞と同じ手順で作業してください。

●3.24MPaで気密確認を行ってください。

確認・留意事項

リフレッシュキット利用方式
配管リフレッシュキットによる洗浄運転を実施する場合には当社サービスまでご連絡ください。
（現地真空引きまで実施後、当社サービスが引き継ぎます。）

（重心は技術資料を参照してください。）
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既設ユニット暖房洗浄方式で既設配
管の流用が可能となります。

②既設配管流用可否判断フローチャート
既設配管が再利用できるかどうかを下記フローチャートを使用して判断してください。
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合、残った冷媒を冷媒回収機で回収してくだ
さい。
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ローラー設定を行ってください。
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確認・留意事項
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室外機
液配管サイズ ガス配管サイズ

●冷媒配管最小肉厚・材質
配管は最小配管肉厚以上のものとしてください。

最小配管肉厚
φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 38.1
0.8mm

450
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○※2
○※2

400
560

φ19.05
φ15.88

○
○※1

φ31.75
φ28.58

○
サイズ 利用可否 サイズ 利用可否 サイズ 利用可否 サイズ 利用可否

○※1

1.0mm 1.1mm 1.2mm
O材 1/2H材材質

配管径

リフレッシュ
設備室外機

R22対応機 R407C対応機

ASＪ ASP液配管 ガス配管 液配管 ガス配管

１－２.　既設配管流用に関する確認事項 １－３.　既設配管流用の据付のフローチャート

●流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の
信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関して
は、当社としては保証しかねますのでご注意く
ださい。
●既設の冷媒配管使用可否確認は、「②既設配
管流用可否判断フローチャート」に基づき実
施してください。
●冷媒配管長制約および適用可能配管径等に
ついては、製品カタログおよびマニュアルを参
照してください。
●電源設備に関しては、室外ユニット、室内ユ
ニットに適合した電圧、相数とし、 電源配線接
続図に基づくブレーカ容量および配線径とし
てください。
●既設の電源設備（電源配線含む）を使用する
場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確
認してください。

●古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の
原因ともなりますのでご注意ください。

確認・留意事項

●室内機の吸込空気サーモ（感温筒）に水で濡
らした布などを掛けてください。
　（サーモOFF防止のため）
●ポンプダウンで室内機に冷媒を追い込んでく
ださい。
●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場合、
残った冷媒を冷媒回収機で回収してください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。

確認・留意事項

リプレース
対象範囲の確認

既設の冷媒配管
使用可否確認

既設機で連続30分以上暖房運転後、
ポンプダウンを実施する。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

冷媒配管工事を行う。

電気配線工事・コントローラー設定を行う。

試運転調整

既設機でポンプダウンを実施し、
冷媒回収をおこなう。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

新室内機・室外機と既設配管を接続する。

電気工事・コントローラーの設定を行う。

配管リフレッシュキットを接続する。

配管の気密確認・真空引きを行う。

冷媒追加充填・配管洗浄運転実施

配管リフレッシュキット取り外し

試運転調整

既設の制御配線
使用可否確認

既設の電源設備
使用可否確認

①既設配管流用時の施工手順 既設ユニット暖房洗浄方式

スタート

不具合部分を修正してくだ
さい

現地で既設配管の気密確
認をしてください

不具合部分を修正してくだ
さい

不具合部分を修正してくだ
さい

いいえ

い
い
え

い
い
え

はい

はい

はい
はい

使用可

使用
不可

修正不能

修正

気密不良

気密合格

修正不能

修正

修正

不可能

ない

ない

ない

可能

緩みなし

緩み
あり

いいえ

ある

ある

ある

再利用する既設配管には室外機と
室内機が接続されていますか？

再利用する既設配管に、腐食・傷・へ
こみはありませんか？

配管支持金具は緩んでいませんか？

既設機が当社製（ASシリーズ）で、
暖房運転可能な場合

再利用する既設配管の配管長・配管
径・配管肉厚・ユニット間高低差は当
社規定の範囲内ですか？

再利用する既設配管にガス漏れは
ありませんか？（頻繁に冷媒を追加
するようなことがなかったか確認）

再利用する既設配管の断熱材に、剥
がれ、劣化はありませんか？(ガス
管、液管ともに断熱が必要です)

利用可能配管仕様は4項を参照してください。
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旧ユニットの冷凍機油は
下記のいずれかに該当し
ますか？
スニソ・ＭＳ・バーレルフ
リーズ・ＨＡＢフレオール・
エーテル油・エステル油

旧ユニットは当社品ですか？

使
用
可
否
を

照
会
願
い
ま
す
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既設ユニット暖房洗浄方式で既設配
管の流用が可能となります。

②既設配管流用可否判断フローチャート
既設配管が再利用できるかどうかを下記フローチャートを使用して判断してください。

本洗浄方式の既設機は当社従来機（ASシリーズ）に限ります。

●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場
合、残った冷媒を冷媒回収機で回収してくだ
さい。

●室外機正面側に必ず配管リフレッシュキットの
設置スペースを確保してください。

　（室外機正面側500mm以上）

●リフレッシュキット接続前に電気工事・コント
ローラー設定を行ってください。
●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。
●配管リフレッシュキット取扱説明書の＜リフレッ
シュマルチ＞と同じ手順で作業してください。

●3.24MPaで気密確認を行ってください。

確認・留意事項

リフレッシュキット利用方式
配管リフレッシュキットによる洗浄運転を実施する場合には当社サービスまでご連絡ください。
（現地真空引きまで実施後、当社サービスが引き継ぎます。）

（重心は技術資料を参照してください。）

P560

設備用パッケージエアコン室外機リフレッシュシリーズ据付説明書

P450、560

P560

Ｐ450、560用
PSB012D947A C

三菱重工業株式会社

１－１.　付属品

パッキン

（相当長185m）

（2) 利用可能既設配管

●既設配管は、1-2②のフローチャートで、利用可能な配管であることをご確認ください。
●材質は、リン脱酸継目無銅管（C1220-O,1/2H, JIS H3300）とし、外径φ19.05以上はC1220T-1/2Hであること。
●利用可能配管サイズ

●当社従来機（ASP,ASJ形）の場合の利用可否

警告 必ず既設配管の材質、配管径、肉厚を確認し設計圧力（許容圧力）3.24MPa以上であることを確認して使用ください。

○印は利用可能を示します。
△印は既設配管が2系統ある場合に、2系統共使用し利用可能となる事を示します。
　　既設の2系統の配管は同一経路を平行して設置されていること。
※1.　配管長が90mを超える場合は使用できません。
※2.　配管長が80mを超える場合は使用できません。

○印は利用可能を示します。
※1.　既設２系統有る配管のうち、１系統のみを使用する。
※2.　既設２系統ある配管を２系統共使用し、室内機・室外機近傍で分岐するよう配管加工する。
　　　分岐には、分岐管セット(DIS-371-1)を２セット使用し、ガス管用を使用してください。
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室外機
液配管サイズ ガス配管サイズ

●冷媒配管最小肉厚・材質
配管は最小配管肉厚以上のものとしてください。

最小配管肉厚
φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 38.1
0.8mm
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○
サイズ 利用可否 サイズ 利用可否 サイズ 利用可否 サイズ 利用可否

○※1

1.0mm 1.1mm 1.2mm
O材 1/2H材材質

配管径

リフレッシュ
設備室外機

R22対応機 R407C対応機

ASＪ ASP液配管 ガス配管 液配管 ガス配管

１－２.　既設配管流用に関する確認事項 １－３.　既設配管流用の据付のフローチャート

●流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の
信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関して
は、当社としては保証しかねますのでご注意く
ださい。
●既設の冷媒配管使用可否確認は、「②既設配
管流用可否判断フローチャート」に基づき実
施してください。
●冷媒配管長制約および適用可能配管径等に
ついては、製品カタログおよびマニュアルを参
照してください。
●電源設備に関しては、室外ユニット、室内ユ
ニットに適合した電圧、相数とし、 電源配線接
続図に基づくブレーカ容量および配線径とし
てください。
●既設の電源設備（電源配線含む）を使用する
場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確
認してください。

●古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の
原因ともなりますのでご注意ください。

確認・留意事項

●室内機の吸込空気サーモ（感温筒）に水で濡
らした布などを掛けてください。
　（サーモOFF防止のため）
●ポンプダウンで室内機に冷媒を追い込んでく
ださい。
●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場合、
残った冷媒を冷媒回収機で回収してください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●室外機据付説明書に従ってください。

●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。

確認・留意事項

リプレース
対象範囲の確認

既設の冷媒配管
使用可否確認

既設機で連続30分以上暖房運転後、
ポンプダウンを実施する。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

冷媒配管工事を行う。

電気配線工事・コントローラー設定を行う。

試運転調整

既設機でポンプダウンを実施し、
冷媒回収をおこなう。

既設の室外機、室内機を取り外す。

新設の室外機、室内機を搬入・据付を行う。

新室内機・室外機と既設配管を接続する。

電気工事・コントローラーの設定を行う。

配管リフレッシュキットを接続する。

配管の気密確認・真空引きを行う。

冷媒追加充填・配管洗浄運転実施

配管リフレッシュキット取り外し

試運転調整

既設の制御配線
使用可否確認

既設の電源設備
使用可否確認

①既設配管流用時の施工手順 既設ユニット暖房洗浄方式

スタート

不具合部分を修正してくだ
さい

現地で既設配管の気密確
認をしてください

不具合部分を修正してくだ
さい

不具合部分を修正してくだ
さい

いいえ

い
い
え

い
い
え

はい

はい

はい
はい

使用可

使用
不可

修正不能

修正

気密不良

気密合格

修正不能

修正

修正

不可能

ない

ない

ない

可能

緩みなし

緩み
あり

いいえ

ある

ある

ある

再利用する既設配管には室外機と
室内機が接続されていますか？

再利用する既設配管に、腐食・傷・へ
こみはありませんか？

配管支持金具は緩んでいませんか？

既設機が当社製（ASシリーズ）で、
暖房運転可能な場合

再利用する既設配管の配管長・配管
径・配管肉厚・ユニット間高低差は当
社規定の範囲内ですか？

再利用する既設配管にガス漏れは
ありませんか？（頻繁に冷媒を追加
するようなことがなかったか確認）

再利用する既設配管の断熱材に、剥
がれ、劣化はありませんか？(ガス
管、液管ともに断熱が必要です)

利用可能配管仕様は4項を参照してください。
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旧ユニットの冷凍機油は
下記のいずれかに該当し
ますか？
スニソ・ＭＳ・バーレルフ
リーズ・ＨＡＢフレオール・
エーテル油・エステル油

旧ユニットは当社品ですか？
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用
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既設ユニット暖房洗浄方式で既設配
管の流用が可能となります。

②既設配管流用可否判断フローチャート
既設配管が再利用できるかどうかを下記フローチャートを使用して判断してください。

本洗浄方式の既設機は当社従来機（ASシリーズ）に限ります。

●ポンプダウンで冷媒を全量回収出来ない場
合、残った冷媒を冷媒回収機で回収してくだ
さい。

●室外機正面側に必ず配管リフレッシュキットの
設置スペースを確保してください。

　（室外機正面側500mm以上）

●リフレッシュキット接続前に電気工事・コント
ローラー設定を行ってください。
●アドレス設定後電源ONし、システムの異常確
認する。リモコンまたは室外機にエラー表示が
ないか確認してください。
●配管リフレッシュキット取扱説明書の＜リフレッ
シュマルチ＞と同じ手順で作業してください。

●3.24MPaで気密確認を行ってください。

確認・留意事項

リフレッシュキット利用方式
配管リフレッシュキットによる洗浄運転を実施する場合には当社サービスまでご連絡ください。
（現地真空引きまで実施後、当社サービスが引き継ぎます。）

（重心は技術資料を参照してください。）

1 2

3 4裏面へつづく



現地配管断熱材厚さ20mm以上

シールド線

また、周囲の露点温度が28℃以上、または相対湿度が80％以上となる場合は、さらに10～20mmの断
熱材をつけてください。

※設備用パッケージエアコンの係数 　は1としてください。B

液側

  冷暖切換マルチ（LX,R-LX （ﾘﾌﾚｯｼｭ）)、 氷蓄熱（LXI）、設備用（AUCV）の場合 = 1

   A                 kg ×  B                    =                             kg

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量735～1360の場合 = 1.2

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量224～680の場合 = 1.3              ・・ B

冷媒量
基準

                         kg+                       kg=                           kg追加量
液管分 全冷媒

封入量

合計 A に対し、次の係数 B を掛けてください。

  + φ9.52 の合計長さ                  m × 0.059kg／m =                  kg      

  + φ6.35 の合計長さ                  m × 0.022kg／m =                  kg      

  + φ12.7 の合計長さ                 m × 0.12  kg／m =                  kg      

  + φ15.88の合計長さ                 m × 0.18  kg／m =                  kg      

  + φ19.05の合計長さ                 m × 0.26  kg／m =                  kg      

液管 φ22.22の合計長さ                 m × 0.37  kg／m =                  kg      冷媒量記入銘板

合計                     kg・・ A

必ず、規定量の冷媒（R410A）を封入してください。
  冷媒不足の状態で長時間運転されますと、能力不足
  あるいは圧縮機故障の原因となります。
  据付説明書および下記内容を参照の上、必ず計量
  封入してください。
  （特に運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分
    以内に完了してください。）
冷媒の追加封入
  1.本ユニットには基準冷媒量（配管長さ０ｍの封入量）のみ封入されています。
    基準冷媒量はユニットの装置銘板（パネル表面）に記入してあります。

  2.右記に従って、現地液管サイズと長さにより
    冷媒量を計算し、計量封入してください。
    次回のサービス時に必要となりますので、必ず
    右記空欄に必要事項を記入してください。

液管分
追加量  3.液管分追加量が400～680：50kg、735～

    1360：100kgを越える場合には、冷媒系統を
    分けてください。

 既設配管のフレア接続部は必ず新たに再加工をしてください。
フレアナットは製品に付属されているものを使用してください。

●室外機出口配管仕様
既設配管のサイズに合わせ、異径継手（現地手配）を使用して接続してください。

均油管は使用しません。

●既設配管を２系統共使用する場合
室内機・室外機近傍で分岐するよう配管加工し、
配管接続してください。
分岐には、分岐管セット(DIS-371-1)を２セット
使用し、ガス管用を使用してください。
既設２系統の配管は同一経路を平行して設置され
ていること。
それぞれの系統が同じ長さとなること。

分岐管は必ず”水平分岐”又は”垂直分岐”するように設置してください。
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φ28.58 ろう付け φ15.88 フレア
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内

（リフレッシュキット利用方式の場合には、リフレッシュキットを接続する前に真空引きを行わないでください。作業手順はリフレッシュキットの説明書を参照してください。）

3.24

（リフレッシュキット利用方式の場合には、リフレッシュキットを接続する前に冷媒の追加封入を行わないでください。作業手順はリフレッシュキットの説明書を参照してください。） 現地配管断熱材厚さ20mm以上

シールド線

また、周囲の露点温度が28℃以上、または相対湿度が80％以上となる場合は、さらに10～20mmの断
熱材をつけてください。

※設備用パッケージエアコンの係数 　は1としてください。B

液側

  冷暖切換マルチ（LX,R-LX （ﾘﾌﾚｯｼｭ）)、 氷蓄熱（LXI）、設備用（AUCV）の場合 = 1

   A                 kg ×  B                    =                             kg

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量735～1360の場合 = 1.2

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量224～680の場合 = 1.3              ・・ B

冷媒量
基準

                         kg+                       kg=                           kg追加量
液管分 全冷媒

封入量

合計 A に対し、次の係数 B を掛けてください。

  + φ9.52 の合計長さ                  m × 0.059kg／m =                  kg      

  + φ6.35 の合計長さ                  m × 0.022kg／m =                  kg      

  + φ12.7 の合計長さ                 m × 0.12  kg／m =                  kg      

  + φ15.88の合計長さ                 m × 0.18  kg／m =                  kg      

  + φ19.05の合計長さ                 m × 0.26  kg／m =                  kg      

液管 φ22.22の合計長さ                 m × 0.37  kg／m =                  kg      冷媒量記入銘板

合計                     kg・・ A

必ず、規定量の冷媒（R410A）を封入してください。
  冷媒不足の状態で長時間運転されますと、能力不足
  あるいは圧縮機故障の原因となります。
  据付説明書および下記内容を参照の上、必ず計量
  封入してください。
  （特に運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分
    以内に完了してください。）
冷媒の追加封入
  1.本ユニットには基準冷媒量（配管長さ０ｍの封入量）のみ封入されています。
    基準冷媒量はユニットの装置銘板（パネル表面）に記入してあります。

  2.右記に従って、現地液管サイズと長さにより
    冷媒量を計算し、計量封入してください。
    次回のサービス時に必要となりますので、必ず
    右記空欄に必要事項を記入してください。

液管分
追加量  3.液管分追加量が400～680：50kg、735～

    1360：100kgを越える場合には、冷媒系統を
    分けてください。

 既設配管のフレア接続部は必ず新たに再加工をしてください。
フレアナットは製品に付属されているものを使用してください。

●室外機出口配管仕様
既設配管のサイズに合わせ、異径継手（現地手配）を使用して接続してください。

均油管は使用しません。

●既設配管を２系統共使用する場合
室内機・室外機近傍で分岐するよう配管加工し、
配管接続してください。
分岐には、分岐管セット(DIS-371-1)を２セット
使用し、ガス管用を使用してください。
既設２系統の配管は同一経路を平行して設置され
ていること。
それぞれの系統が同じ長さとなること。

分岐管は必ず”水平分岐”又は”垂直分岐”するように設置してください。
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 既設配管のフレア接続部は必ず新たに再加工をしてください。
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均油管は使用しません。
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 既設配管のフレア接続部は必ず新たに再加工をしてください。
フレアナットは製品に付属されているものを使用してください。

●室外機出口配管仕様
既設配管のサイズに合わせ、異径継手（現地手配）を使用して接続してください。

均油管は使用しません。

●既設配管を２系統共使用する場合
室内機・室外機近傍で分岐するよう配管加工し、
配管接続してください。
分岐には、分岐管セット(DIS-371-1)を２セット
使用し、ガス管用を使用してください。
既設２系統の配管は同一経路を平行して設置され
ていること。
それぞれの系統が同じ長さとなること。

分岐管は必ず”水平分岐”又は”垂直分岐”するように設置してください。
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7 8裏面へつづくPSB012D947A

（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。

2

2 2
2

設備用

設備用

マルチ 設備用 マルチ

マルチ 設備用 マルチ

マルチ マルチ
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設備用 設備用

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用

１ １

C

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
38

64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。
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（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
38

64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。

PSB012D947A

（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。

2

2 2
2

設備用

設備用

マルチ 設備用 マルチ
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設備用 設備用

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用

１ １

C

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
38

64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。

PSB012D947A

（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。
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設備用

設備用

マルチ 設備用 マルチ

マルチ 設備用 マルチ

マルチ マルチ

マルチ

マルチ

設備用 設備用

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用

１ １

C

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
38

64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。
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（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。
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設備用
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マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用

１ １

C

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
38

64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。



PSB012D947A

P450，560として使用する場合、均油管用操作弁は開かないでくたさい。

B

電源投入前に電源端子と接地端子を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認ください。

（リフレッシュキット利用方式の場合には、手順はリフレッシュキット同梱の説明書を参照してください。）

PSB012D947A

P450，560として使用する場合、均油管用操作弁は開かないでくたさい。

B

電源投入前に電源端子と接地端子を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認ください。

（リフレッシュキット利用方式の場合には、手順はリフレッシュキット同梱の説明書を参照してください。）

PSB012D947A

P450，560として使用する場合、均油管用操作弁は開かないでくたさい。

B

電源投入前に電源端子と接地端子を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認ください。

（リフレッシュキット利用方式の場合には、手順はリフレッシュキット同梱の説明書を参照してください。）

PSB012D947A

P450，560として使用する場合、均油管用操作弁は開かないでくたさい。

B

電源投入前に電源端子と接地端子を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認ください。

（リフレッシュキット利用方式の場合には、手順はリフレッシュキット同梱の説明書を参照してください。）
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（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。
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設備用

設備用

マルチ 設備用 マルチ

マルチ 設備用 マルチ

マルチ マルチ

マルチ

マルチ

設備用 設備用

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用

１ １

C

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）

38
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64
64

100
100

亘 亘

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。
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